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３

法
第
五
条
第
二
項
の
政
令
で
定
め
る
受
給
権
者
は
、

次
に
掲
げ
る
者
と
し
、
同
項
の
政
令
で
定
め
る
加
算
後

の
支
給
限
度
額
は
、
次
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
て

定
め
る
額
と
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
四
条
第
二
項
関

係
）

^

保
護
者
等
の
市
町
村
民
税
所
得
割
の
額
が
一
五
万

四
、
五
〇
〇
円
未
満
で
あ
る
受
給
権
者

通
常
の
支

給
限
度
額
に
当
該
額
の
二
分
の
一
に
相
当
す
る
額
を

加
え
た
額

_

保
護
者
等
の
市
町
村
民
税
所
得
割
の
額
が
五
万

一
、
三
〇
〇
円
未
満
で
あ
る
受
給
権
者

通
常
の
支

給
限
度
額
に
当
該
額
を
加
え
た
額

`

保
護
者
等
が
市
町
村
民
税
所
得
割
を
課
さ
れ
な
い

者
で
あ
る
受
給
権
者

通
常
の
支
給
限
度
額
に
当
該

額
の
二
分
の
三
に
相
当
す
る
額
を
加
え
た
額

４

こ
の
政
令
は
、
平
成
二
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
こ
と
と
し
た
。

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

¶
¶
¸
¹
º
»
¼
¶
¶

◇
ス
ポ
ー
ツ
基
本
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

（
政
令
第
一
二
五
号
）（
文
部
科
学
省
）

１

全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
実
施
及
び
運
営
に
直

接
必
要
な
経
費
に
係
る
補
助
の
額
を
文
部
科
学
大
臣
が

定
め
る
も
の
と
す
る
こ
と
と
し
た
。

２

こ
の
政
令
は
、
平
成
二
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
こ
と
と
し
た
。

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

◇
検
疫
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
政
令
第

一
二
六
号
）（
厚
生
労
働
省
）

１

船
舶
の
全
部
に
対
す
る
衛
生
検
査
等
に
係
る
手
数
料

の
額
を
引
き
上
げ
る
こ
と
と
し
た
。（
第
一
条
関
係
）

２

独
立
行
政
法
人
医
薬
品
医
療
機
器
総
合
機
構
に
よ
る

調
査
等
に
係
る
手
数
料
の
額
を
引
き
上
げ
る
こ
と
と
し

た
。（
第
二
条
関
係
）

３

あ
へ
ん
の
売
渡
価
格
の
額
を
引
き
上
げ
る
こ
と
と
し

た
。（
第
三
条
関
係
）

４

覚
せ
い
剤
製
造
業
者
の
指
定
の
申
請
に
係
る
手
数
料

の
額
を
引
き
上
げ
る
こ
と
と
し
た
。（
第
四
条
関
係
）

５

こ
の
政
令
は
、
平
成
二
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
こ
と
と
し
た
。

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

◇
児
童
福
祉
法
施
行
令
及
び
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社

会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
施
行
令
の

一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
政
令
第
一
二
七
号
）（
厚
生
労

働
省
）

一

児
童
福
祉
法
施
行
令
の
一
部
改
正
関
係

通
所
給
付
決
定
に
係
る
小
学
校
就
学
の
始
期
に
達
す

る
ま
で
の
障
害
児
又
は
幼
稚
園
、
特
別
支
援
学
校
の
幼

稚
部
、
保
育
所
、
情
緒
障
害
児
短
期
治
療
施
設
若
し
く

は
認
定
こ
ど
も
園
に
通
い
、
在
学
し
、
若
し
く
は
在
籍

す
る
小
学
校
就
学
の
始
期
に
達
す
る
ま
で
の
児
童
が
二

人
以
上
い
る
通
所
給
付
決
定
保
護
者
に
つ
い
て
、
障
害

児
通
所
給
付
費
に
係
る
負
担
上
限
月
額
の
所
要
の
見
直

し
を
行
う
こ
と
と
し
た
。（
第
二
四
条
及
び
第
二
五
条
の

二
関
係
）

二

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支

援
す
る
た
め
の
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
関
係

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
負
担
上
限
月
額
の
算
定

に
係
る
規
定
に
つ
い
て
所
要
の
改
正
を
行
う
こ
と
と
し

た
。（
第
四
三
条
の
五
関
係
）

三

こ
の
政
令
は
、
平
成
二
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
こ
と
と
し
た
。

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

◇
未
帰
還
者
留
守
家
族
等
援
護
法
施
行
令
及
び
戦
傷
病
者

特
別
援
護
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
政
令

第
一
二
八
号
）（
厚
生
労
働
省
）

１

未
帰
還
者
留
守
家
族
等
援
護
法
に
よ
る
葬
祭
料
及
び

戦
傷
病
者
特
別
援
護
法
に
よ
る
葬
祭
費
の
額
（
改
正
前

二
〇
万
一
、
〇
〇
〇
円
）
を
、
二
〇
万
六
、
〇
〇
〇
円

に
引
き
上
げ
る
こ
と
と
し
た
。（
第
一
条
及
び
第
二
条
関

係
）

２

戦
傷
病
者
特
別
援
護
法
に
よ
る
療
養
手
当
の
月
額

（
改
正
前
二
万
九
、
四
〇
〇
円
）
を
、
三
万
三
〇
〇
円

に
引
き
上
げ
る
こ
と
と
し
た
。（
第
二
条
関
係
）

３

こ
の
政
令
は
、
平
成
二
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
こ
と
と
し
た
。

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

◇
健
康
保
険
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
政

令
第
一
二
九
号
）（
厚
生
労
働
省
）

一

健
康
保
険
法
施
行
令
の
一
部
改
正
関
係
（
第
一
条
関

係
）

１

高
額
療
養
費
の
支
給
に
つ
い
て
、
七
〇
歳
以
上
の

現
役
並
み
所
得
者
又
は
市
町
村
民
税
非
課
税
者
以
外

の
被
保
険
者
等
が
療
養
を
受
け
た
場
合
の
算
定
基
準

額
を
四
万
四
、
四
〇
〇
円
に
、
外
来
療
養
を
受
け
た

場
合
の
算
定
基
準
額
を
一
万
二
、
〇
〇
〇
円
に
改
め

る
こ
と
と
し
た
。

２

高
額
介
護
合
算
療
養
費
の
支
給
に
つ
い
て
、
七
〇

歳
以
上
の
現
役
並
み
所
得
者
又
は
市
町
村
民
税
非
課

税
者
以
外
の
被
保
険
者
等
の
算
定
基
準
額
を
五
六
万

円
に
改
め
る
こ
と
と
し
た
。

３

七
〇
歳
以
上
特
例
措
置
対
象
被
保
険
者
等
に
係
る

高
額
療
養
費
及
び
高
額
介
護
合
算
療
養
費
の
支
給
に

関
す
る
経
過
措
置
に
つ
い
て
、
所
要
の
規
定
の
整
備

を
行
う
こ
と
と
し
た
。

二

船
員
保
険
法
施
行
令
等
の
一
部
改
正
関
係
（
第
二

条
〜
第
八
条
関
係
）

船
員
保
険
法
施
行
令
、
私
立
学
校
教
職
員
共
済
法
施

行
令
、
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
施
行
令
、
国
民
健
康

保
険
法
施
行
令
、地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
施
行
令
、

介
護
保
険
法
施
行
令
及
び
健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
附
則
第
一
三
〇
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に

よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
介
護
保

険
法
施
行
令
に
つ
い
て
、
一
の
改
正
内
容
に
準
じ
た
改

正
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

三

こ
の
政
令
は
、
平
成
二
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
こ
と
と
し
た
。

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

◇
独
立
行
政
法
人
日
本
学
術
振
興
会
法
附
則
第
二
条
の
二

第
四
項
の
規
定
に
よ
る
納
付
金
の
納
付
に
関
す
る
政
令

（
政
令
第
一
三
〇
号
）（
文
部
科
学
省
）

１

国
庫
納
付
金
の
納
付
の
手
続

^

独
立
行
政
法
人
日
本
学
術
振
興
会
は
、
独
立
行
政

法
人
日
本
学
術
振
興
会
法
（
平
成
一
四
年
法
律
第
一

五
九
号
）
附
則
第
二
条
の
二
第
四
項
に
規
定
す
る
残

余
が
あ
る
と
き
は
、同
項
の
規
定
に
よ
る
納
付
金（
以

下
「
国
庫
納
付
金
」
と
い
う
。）の
計
算
書
に
、
平
成

二
五
年
四
月
一
日
に
始
ま
る
事
業
年
度
の
事
業
年
度

末
の
貸
借
対
照
表
、
当
該
事
業
年
度
の
損
益
計
算
書

そ
の
他
の
国
庫
納
付
金
の
計
算
の
基
礎
を
明
ら
か
に

し
た
書
類
を
添
付
し
て
、
平
成
二
六
年
六
月
三
〇
日

ま
で
に
、
こ
れ
を
文
部
科
学
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
た
。（
第
一
条
第
一
項
関
係
）

_

文
部
科
学
大
臣
は
、
^

の
書
類
の
提
出
が
あ
っ
た

と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
当
該
書
類
の
写
し
を
財
務
大

臣
に
送
付
す
る
も
の
と
し
た
。（
第
一
条
第
二
項
関

係
）

２

国
庫
納
付
金
の
納
付
期
限

国
庫
納
付
金
は
、
平
成
二
六
年
七
月
一
〇
日
ま
で
に

納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
た
。（
第
二
条
関

係
）

３

国
庫
納
付
金
の
帰
属
す
る
会
計

国
庫
納
付
金
は
、
一
般
会
計
に
帰
属
す
る
こ
と
と
し

た
。（
第
三
条
関
係
）

４

施
行
期
日

こ
の
政
令
は
、
平
成
二
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
こ
と
と
し
た
。

œ
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